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1 面 

 国際メーデー一三七周年にあたって 

戦争国家化反対の闘いに起とう 

ストライキで闘う思想と体制の確立を！ 

吉良寛・自治体労働者 

 

５月９日㈫ＨＯＷＳ前期開講講座「憲法と沖縄とウクライナ」（講師＝高良鉄美） 

 

2 面 

ＨＯＷＳ講座報告 

いま労働者・労働組合が起ちあがるために 

朝・日友好運動をいかに進めていくか 

髙井一聴（自治体労働組合勤務） 

 

3 面 

労働者通信 

東武労組の 23 春闘から見えたもの 

労働組合の役割とわれわれの任務 

小熊宏樹（私鉄東武バス運転士） 

 

徴用工問題で戦犯企業に対し糾弾行動 

日本労働運動に不可欠の課題として 

須田光照（全国一般東京東部労組書記長） 

 

催物案内 

 

4 面 

沖縄・宮古島を最前線基地にする大軍拡 

自衛隊機事故後、宮古諸島全域で軍事訓練の様相 

清水早子（ミサイル基地いらない宮古島住民連絡会共同代表） 

 

琉球弧の戦争準備を許すな！ 

「安保三文書」がめざすものは何か 

阪上みつ子 

 

5 面 

横浜ノースドックに揚陸艇部隊常駐の計画 

平和的生存権を脅かす軍事拠点化に反対！ 

星野潔（リムピース編集部・大学非常勤講師） 

 

危険極まりない原発運転期限の撤廃提案 

老朽原発の技術面から見た実態とは 

井野博満（東京大学名誉教授・柏崎刈羽原発の閉鎖を訴える科学者・技術者の会代表） 

 

前照灯 

八〇〇年後の主張 

 

6～7 面 



写真構成 メーデーを機に運動の前進と国際連帯の強化を 

反帝・平和、生活防衛の闘いに起つ世界の労働者・人民 

  イギリス／韓国／フランス／ペルー／キューバ／ケニア／チェコ／ドイツ／インド／

ベネズエラ／アメリカ／ギリシャ／パレスチナ 

 

8～9 面 

ＨＯＷＳ講座報告 

日本における中国報道の神話について（下） 

「尖閣」からチベット、ウイグル、香港、そして台湾 

朱建榮（東洋学園大学客員教授） 

 

10 面 

ＨＯＷＳの講座案内 ５月 

 

愛媛県で参政党が悪質な反中国宣伝 

「説明要求」に参政党愛媛支部・県議は応ぜよ！ 

参政党が主張する「愛媛県下の土地買収」について説明を求める会 

 

「食の安全」を主張する極右政党にどう向き合うか 

ナチスの思想と通底する参政党の主張 

高井弘之（えひめ教科書裁判を支える会） 

 

11 面 

映画『トリとロキタ』（ジャン＝ピエール＆リュック‐ダルデンヌ監督）を観て 

徹底された抑制が導く友情 

山本恵美子（『トルソー』同人） 

 

投 稿 

野菜の栽培をはじめて 17年 

となりの困民との関わり日々模索 

岡村三十郎（千葉県香取市在住） 

 

トピック・ＴＯＰＩＣ 

３・22改憲・軍拡反対東京集会に二〇〇名が結集 

安在郷史 

 

 法案の審議入りに抗議し入管法反対アクション 

編集部 

 

12 面 

『国際主義』第六号購読のすすめ 

運動進める勇気と道を指し示す 

伊関要（大阪城狛犬会共同代表） 

 

頂門一針 

 亀井文夫『上海』といま 

 

映画時評 

『Ｗｉｎｎｙ』（二〇二三年、監督＝松本優作） 

Ｗｉｎｎｙの技術はだれのものか？ 

井野茂雄 

 



編集部発 


